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3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

お
し
ら
せ

平
成
31
年
度
当
初
予
算

　
31
年
度
の
当
初
予
算
は

一
般
会
計
約
１
７
１
億
４

千
万
円
、
６
会
計
合
わ
せ

て
約
94
億
２
千
万
円
。
一

般
会
計
、
特
別
会
計
の
総

額
は
約
２
６
５
億
７
千
万

円
、前
年
度
比
約
０・
３
％

の
減
と
な
っ
た
。

　
歳
入
に
お
い
て
合
併
後

10
年
を
経
過
し
、
合
併
算

定
替
え
が
段
階
的
に
縮
減

さ
れ
普
通
交
付
税
額
の
減

額
が
見
込
ま
れ
る
。

　
歳
出
で
は
新
庁
舎
建
設

事
業
費
が
約
21
億
円
で
、

歳
出
全
体
の
約
12
％
を
占

め
る
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発

行
事
業
、
伊
勢
湾
台
風
60

年
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演
事

業
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業
、
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
事
業
な
ど
が
あ
る
。

一般会計 171億円＋ 特別会計  94億円 ＝ 合　計 265億円

自主財源　100億9708万円
依存財源　  70億4781万円

義務的経費　68億2548万円
投資的経費　28億2889万円

　新年度の自主財源は歳入総額の58.9％を占
めている。
　市の歳入には、個人市民税・法人市民税・
固定資産税・市たばこ税の市税や繰入金など
の自主財源（この割合が高いほど財政が安定）
と、国・県などから定められた額が交付され
たり、割り当てられる収入の依存財源がある。

　歳出を性質別経費に応じて分類すると人件
費、扶助費、公債費など経常的に歳出が義務
づけられ、任意に削減することができない
義務的経費（この割合が小さいほど財政にゆ
とりがある）と、普通建設事業費や災害復旧
事業費などの投資的経費がある。

市税
48.6％

83億2891万円

繰入金
4.4％

7億4623万円
繰越金
2.9％
5億円

使用料及び手数料
1.8％

3億898万円

その他
1.2％

2億1296万円

市債
12.9％

22億260万円

国庫支出金
9.7％

16億6455万円

県支出金
7.3％

12億5616万円

地方消費税交付金
4.8％

8億2400万円

地方交付金 2.6％
4億4300万円

地方譲与税 1.9％
3億2800万円

その他
1.9％

3億2950万円

個人市民税 25億9700万円
法人市民税 4億3050万円
固定資産税 46億5200万円
入湯税 50万円

交付金 2億6011万円
軽自動車税 9880万円
市たばこ税 2億9000万円

歳 入
（入るお金）

依存財源
41.1％

70億4781万円

自主財源
58.9％

100億9708万円

義務的経費
39.8％

68億2548万円

投資的経費
16.5％

28億2889万円

その他の
経費

43.7％
74億9052万円

扶助費
17.4％

29億8721万円

人件費
15.9％

27億3099万円

公債費
6.5％

11億728万円

普通建設事業費
16.5％

28億2889万円物件費
18.7％

31億9685万円

補助費等
13.7％

23億4218万円 繰出金
10.0％

17億786万円

その他
1.3％

2億4363万円

歳 出
（使うお金）

庁舎建設工事進む
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3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

お
し
ら
せ

平
成
31
年
度
当
初
予
算

平成31年度  当初予算

↑�低所得者・子育て世帯へプレミアム付き
商品券を販売

←�伊勢湾台風を題材と
したミュージカルを
上演

←�携帯・車載無線機器
のデジタル化

中学校に授業や生徒指導に
直接関わらない範囲で教員の
業務支援を担う人材を配置

2019年３月22日撮影

特別会計� (単位:万円)

会 　 　 計 　 　 名 本年度予算額 増減率
（％）

前年度予算額 比較増減
当初 最終見込額 当初比 最終比

土 地 取 得 1 0.0 1 1 0 0
国 民 健 康 保 険 402,200 ▲�5.0 423,500 446,227 ▲�21,300 ▲�44,027
後 期 高 齢 者 医 療 57,851 5.4 54,871 56,361 2,980 1,490
介 護 保 険 314,035 ▲�1.7 319,623 331,448 ▲�5,588 ▲�17,413
農 業 集 落 排 水 事 業 41,100 2.8 40,000 39,111 1,100 1,989
公 共 下 水 道 事 業 127,700 ▲�5.8 135,500 134,436 ▲�7,800 ▲�6,736
合 　 　 　 　 　 計 942,887 ▲�3.1 973,495 1,007,584 ▲�30,608 ▲�64,697

来年の完成に向け

伊勢湾台風60年
ミュージカル上演事業
300万円

プレミアム付き商品券発行事業　5300万円 移動系防災行政無線
デジタル化事業
2255万円

スクールサポート
スタッフ配置事業
273万円

新庁舎建設事業
21億6949万円
新庁舎建設工事・庁用器具購入など



　
弥
富
市
議
会
は
平
成
30
年
12

月
定
例
会
で
、議
案
第
64
号「
第

２
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に

つ
い
て
」
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
と
は
、
弥
富
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
最
上
位
計
画
で
す
。

　
12
月
定
例
会
最
終
日
の
全
員

協
議
会
に
て
、
市
側
よ
り
「
中

学
生
の
広
島
研
修
」
や
「
敬
老

会
」
事
業
な
ど
を
廃
止
し
、
新

年
度
予
算
に
は
計
上
し
な
い
旨

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議

会
側
よ
り
疑
義
を
発
し
、翌
日
、

市
側
よ
り
「
中
学
生
の
広
島
研

修
」
事
業
は
継
続
し
て
行
う
旨

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

な
ど
の
議
案
書
が
配
布
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
日
午
後
に
は
予
算
概
要
説

明
会
が
開
催
さ
れ
、
予
算
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
身
は

「
第
２
次
総
合
計
画
」
の
中
で

も
重
点
施
策
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ
・

名
鉄
弥
富
駅
橋
上
駅
舎
化
、
自

由
通
路
整
備
事
業
」
の
関
連
費

や
「
市
営
火
葬
場
建
設
事
業
」

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
抑
え
、
投
資
的
経
費
に
よ

る
事
業
が
廃
止
、
ま
た
は
縮
減

さ
れ
、
年
々
増
加
す
る
福
祉
を

守
る
た
め
の
予
算
も
減
額
計
上

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
の
初
日
、
本
会

議
終
了
後
に
予
算
勉
強
会
が
開

催
さ
れ
、
配
布
さ
れ
た
議
案
に

対
し
質
問
通
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
や
議
案
質
疑
の
通

告
も
、
市
長
の
所
信
表
明
や
総

合
計
画
と
も
整
合
性
が
な
く
、

実
情
に
伴
わ
な
い
扶
助
費
の
減

額
、予
算
積
算
の
考
え
方
な
ど
、

補
正
あ
り
き
の
予
算
だ
と
し

て
、
新
年
度
予
算
に
対
す
る
疑

義
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
通
告

に
対
し
、
本
格
審
議
が
始
ま
る

前
の
同
日
、
市
側
よ
り
平
成
31

年
度
一
般
会
計
予
算
の
訂
正
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
よ
り
予
算
執
行
す
る

に
は
日
が
な
く
、
市
民
生
活
に

影
響
が
出
て
は
い
け
な
い
と
の

考
え
か
ら
、
議
会
側
は
訂
正
案

を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
訂
正
案
の
関
連

動
画
は
こ
ち
ら
）

　
訂
正
と
な
っ
た
原
因
は
何
か
。

行
財
政
委
員
会
で
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。（
関
連
動
画
は
８
ペ
ー

ジ
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
掲
載
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
）

今
回
の
予
算
編
成
を
徹
底
検
証

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
が
大
幅
訂
正
に
至
っ
た
経
緯

1
月
22
日

2
月
20
日

2
月
27
日

3
月
7
日

3
月
12
日

財政調整基金 
財政調整基金は、地方公共団体の健全な財政運営を確
保するために設置した積立金で、地方公共団体の貯金
であり、経済事情の変動などによる減収、災害により
生じる予期せぬ支出・減収を埋める時や緊急性の高い
大規模な事業の経費に充てることとしている。

21.5億 21.3億 21.3億 21.3億
20.3億 17.8億

15.9億

0
5

10
15
20
25
30

平成23 24 25 26 27 28 29

財政調整基金残高（億円）予
算
編
成
の
流
れ

市
長
に
よ
る
予
算
編
成
方
針

各
課
で
検
討

担
当
部
長
査
定

財
政
部
局
で
チ
ェッ
ク

総
務
部
長
査
定

市
長･

副
市
長
査
定

１月 10月
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3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

お
し
ら
せ

平
成
31
年
度
当
初
予
算



①
予
算
編
成
と

総
合
計
画
と
の
整
合
性

　
　
総
合
計
画
は
市
長
が
代

わ
っ
た
ら
変
わ
る
の
か
。

　
　 

総
務
部
長�

　
10
年
間

は
不
変
で
あ
る
。

　
　
市
長
は
財
政
状
況
や
総

合
計
画
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
、
予
算
編
成
を
し
た
か
。

　
　�

市
長�

　
財
政
調
整
基

金
を
減
ら
し
た
く
な
い
思
い

か
ら
、
削
減
し
た
。

　
　
訂
正
予
算
は
議
会
の
反

発
に
よ
っ
て
か
、
市
長
自
ら

の
間
違
い
に
よ
る
も
の
か
。

　
　
市
民
・
議
会
の
声
も
聞

か
ず
、
自
分
の
判
断
で
間

違
っ
た
予
算
計
上
を
し
た
。

　
　
各
課
が
要
望
し
た
予
算

が
な
ぜ
当
初
予
算
に
反
映
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　�

開
発
部
長�

　
削
減
さ

れ
た
こ
と
に
、
強
く
要
求
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し

て
い
る
。

　
　�

副
市
長�

　
財
政
状
況

を
見
て
調
整
を
行
っ
た
。
総

合
計
画
と
整
合
性
が
取
れ
な

い
こ
と
は
強
く
進
言
し
た
。

　
　
Ｊ
Ｒ
・
名
鉄
弥
富
駅
橋

上
駅
舎
化
事
業
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の

事
業
を
白
紙
に
す
る
と
い
う

こ
と
か
。

　
　�

市
長�
　
重
要
施
策
で

あ
る
が
、
30
～
40
億
円
か
か

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
延

期
と
い
う
気
持
ち
で
い
た
。

　
　
予
算
の
訂
正
に
至
っ
た

経
緯
は
。

　
　�

副
市
長�

　
市
営
火
葬

場
建
設
事
業
に
お
い
て
、
合

併
推
進
債
を
利
用
す
る
に
は

今
し
か
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
・
名
鉄
弥
富
駅
橋
上

駅
舎
化
事
業
は
、
よ
う
や
く

鉄
道
事
業
者
と
協
議
の
場
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
状
況
に

な
っ
た
。
今
、
断
念
す
れ
ば

二
度
と
協
議
が
で
き
な
く
な

る
。

　
総
合
計
画
に
上
が
っ
て
い

る
事
業
で
あ
り
、
訂
正
予
算

を
出
す
し
か
な
い
と
強
く
進

言
し
た
。

　
議
会
に
お
い
て
は
こ
れ
を

議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
本

来
あ
る
べ
き
予
算
の
形
と

な
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
。②

扶
助
費
の
減

　
　
財
政
調
整
基
金
の
繰
り

入
れ
が
６
千
万
円
ほ
ど
し
か

な
く
削
減
さ
れ
た
民
生
費
・

教
育
費
な
ど
の
扶
助
費
に
関

わ
る
部
分
が
大
き
く
削
減
さ

れ
て
い
る
。
扶
助
費
は
削
れ

な
い
は
ず
だ
が
、
補
正
あ
り

き
の
予
算
で
は
な
い
か
。

　
　�

総
務
部
長�
　
財
政
調

整
基
金
を
で
き
る
だ
け
確
保

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
余

裕
の
な
い
予
算
組
み
を
し
た

の
で
、
大
幅
な
訂
正
と
な
っ

た
。

　
結
果
と
し
て
、
財
政
調
整

基
金
の
繰
り
入
れ
は
約
４
億

２
千
万
円
と
な
り
、
例
年
通

り
の
繰
り
入
れ
と
な
っ
た
。

　
　
保
育
所
・
学
校
修
繕
工

事
費
が
少
な
い
が
、
安
全
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　�

児
童
課
長・学
校
教
育
課
長�

　

危
険
を
伴
う
も
の
を
優
先
し
、

先
送
り
で
き
る
も
の
は
見
送

っ
た
。

　
一
方
で
、
老
朽
化
も
著
し

い
の
で
、
訂
正
予
算
で
増
額

し
た
。

　
　
今
回
の
予
算
に
関
し
て

の
思
い
は
。

　
　�

民
生
部
長�

　
歳
入
に

あ
っ
た
歳
出
削
減
を
す
る
と

い
う
基
本
姿
勢
に
基
づ
く
と

削
減
幅
が
大
き
く
な
っ
た
。

ま
ず
工
事
費
を
徹
底
的
に
削

減
し
、
次
に
義
務
的
経
費
の

見
直
し
に
着
手
し
た
。

　
義
務
的
経
費
は
、
制
度
を

改
正
し
な
い
限
り
、
削
減
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

補
正
予
算
の
想
定
を
も
っ
て

承
諾
し
、
当
初
予
算
を
計
上

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　�
教
育
部
長�

　
工
事
費

な
ど
削
減
す
る
中
で
、
手
を

付
け
て
は
い
け
な
い
部
分
も

手
を
付
け
て
し
ま
っ
た
。
補

正
あ
り
き
で
計
上
し
た
。

③
市
長
と
職
員
の
連
携

　
　
予
算
編
成
の
流
れ
は
。

　
　�

総
務
部
長�

　
前
年
10

月
、
市
長
の
編
成
方
針
に
基

づ
き
各
課
に
通
知
。
前
年
実

績
な
ど
か
ら
新
年
度
予
測
を

考
慮
し
積
算
。
そ
の
後
の
査

定
は
担
当
部
長
、
財
政
課
で

正
誤
確
認
後
、
総
務
部
長
、

市
長
・
副
市
長
の
査
定
と
な

る
。

　
　
訂
正
前
の
予
算
案
に
つ

い
て
議
決
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
た
の
か
。

　
　�

総
務
部
長�

　
最
後
の

段
階
で
無
理
な
削
減
も
あ
り

厳
し
い
と
思
っ
た
が
、
財
政

が
厳
し
い
の
も
事
実
。

　
　�

開
発
部
長�

　
削
減
し

た
部
分
も
必
要
な
ら
補
正
を

と
考
え
て
い
た
。

　
　
市
長
と
担
当
部
局
の
責

任
者
と
は
連
携
は
取
れ
て
い

る
の
か
。

　
　�

開
発
部
長�

　
過
程
に

お
い
て
意
思
の
疎
通
、
情
報

の
共
有
が
で
き
て
い
た
の
か

検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　
　�

市
長�

　
連
携
が
不
十

分
だ
っ
た
。
大
い
に
反
省
し

て
い
る
。

　
　
事
業
費
の
削
減
に
対
し

て
、
幹
部
職
員
か
ら
市
長
へ

ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
か
。

　
　�

副
市
長�

　
事
業
の
必

要
性
を
強
く
説
明
し
た
が
、

市
長
の
意
志
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
も
っ
と

強
く
言
っ
て
お
け
ば
と
反
省

し
て
い
る
。

　
　
31
年
度
一
般
会
計
予
算

の
訂
正
の
件
が
新
聞
で
報
じ

ら
れ
た
が
、
市
民
の
不
安
に

応
え
る
対
応
を
指
示
し
て
い

る
か
。

　
　�

総
務
部
長�

　
市
役
所

に
訪
れ
た
市
民
に
対
し
て
安

心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応

を
指
示
す
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
事
態
に

至
っ
た
最
終
的
な
責
任
は
誰

に
あ
る
の
か
。

　
　�

市
長�

　
全
て
私
の
責

任
。

問答問答問答問答答

問答問答

問答

問答問答答

問答問答答問答答

問答問答問答

今
回
の
予
算
編
成
に
関
す
る
質
疑
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弥
富
市
議
会
基
本
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
議
会
で
の
議
論
の
活
性
化
、

政
策
的
な
議
論
を
よ
り
深
め

て
い
く
た
め
に
、
市
長
な
ど

に
議
員
の
質
問
・
質
疑
に
対

し
そ
の
趣
旨
を
確
認
す
る
た

め
の
反
問
権
の
付
与
を
明
記
。

議
員
辞
職
を
許
可

　
２
月
15
日
に
朝
日
将
貴
議

員
よ
り
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
地

方
自
治
法
第
１
２
６
条
の
規

定
に
よ
り
18
日
に
議
長
が
許

可
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
辞
職
に
伴
い

議
会
運
営
委
員
に
永
井
利
明

議
員
、
議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
長
に
高
橋
八
重
典
議
員
、

同
副
委
員
長
に
那
須
英
二
議

員
、
海
部
南
部
消
防
組
合
議

会
議
員
に
高
橋
八
重
典
議
員
、

海
部
南
部
広
域
事
務
組
合
議

会
議
員
に
加
藤
克
之
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
22
日
の
24
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
発
議
第
１
号

弥
富
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
全
会
一
致
で

承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
よ
り
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
７
会
計
の
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
弥
富
市
指
定

居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
日
の
一
般
質
問
後
に
は
平
成
31
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
予

算
の
訂
正
承
認
が
さ
れ
た
上
、
平
成
30
年
度
弥
富
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
議
案
を
行
財

政
委
員
会
に
付
託
、
審
査
し
、
31
議
案
全
て
を
原
案
通
り
了
承

し
ま
し
た
。

　
ま
た
最
終
日
に
は
、
発
議
第
２
号
安
藤
市
長
に
対
す
る
辞
職

勧
告
決
議
に
つ
い
て
が
追
加
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
８
人
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
行
財
政
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
審
査
内
容
に
つ
い
て

は
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

本会議初日

施
政
方
針(

抜
粋)

　
本
年
は
市
政
運
営
の
最
も
基
本
と
な
る
「
第
２
次
弥
富
市
総

合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
本
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
の
12
月
定
例
会

に
お
い
て
議
決
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
今
の
高
齢
化
社
会
の
本
格
到
来
に
伴
い
、
労
働
人
口
の
減

少
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
将
来
的
な
市
税
収
入
の
減

少
の
可
能
性
や
、
普
通
交
付
税
の
特
例
措
置
で
あ
る
合
併
算
定

替
の
段
階
的
削
減
の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
社
会

保
障
費
の
増
加
、
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
や
、
公
共
施
設
の
更

新
、
教
育
環
境
の
整
備
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
取

り
組
む
べ
き
こ
と
は
山
積
し
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
視
点
は
次
の
３

つ
で
す
。

①
「
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

②
「
地
域
産
業
が
元
気
で
、生
き
生
き
と
働
け
る
ま
ち
づ
く
り
」

③
「
人
が
行
き
交
い
、魅
力
と
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
私
は
弥
富
市
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
政
策
目
的
の
実
践
の

た
め
に
は
改
革
す
べ
き
は
改
革
し
、
ま

た
継
続
す
べ
き
も
の
は
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
再
構
築
の
視

点
に
立
ち
、
財
政
健
全
化
の
バ
ラ
ン
ス

に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

No.53 2019年4月22日発行　議会だより　やとみ 6

平
成
31
年
度
当
初
予
算

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

お
し
ら
せ

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し



平
成
31
年
度
　
　
　 

弥
富
市
一
般
会
計
予
算

　
　
Ｊ
Ｒ
・
名
鉄
弥
富
駅
橋

上
駅
舎
化
、
自
由
通
路
整
備

に
関
す
る
予
算
を
な
ぜ
削
減

し
た
の
か
。

　
　
事
業
の
中
止
と
い
う
こ

と
で
な
く
、
実
施
を
延
期
し
、

財
政
調
整
基
金
を
減
ら
さ
な

い
よ
う
に
し
た
。

弥
富
市
文
化
広
場
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
市
民
プ
ー
ル
を
廃
止
す

る
と
し
て
い
る
が
、
中
学
生

の
授
業
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
３
校
で
十
四
山
中
学
校

の
プ
ー
ル
を
使
用
す
る
。

　
　
十
四
山
中
学
校
の
プ
ー

ル
が
使
え
な
く
な
っ
た
ら
ど

う
す
る
か
。

　
　
長
く
使
用
で
き
る
よ
う

維
持
管
理
す
る
。

問答問答問答

三宮十五郎議員

市財政状況の共通理解を
　この度の当初予算は中期財政計画とあまりにも大きな差があり、これは市民が正しく
理解できない。
　財政力指数も0.98で全国の市町村の中でも50位であり、財政危機とは考えられない。
　市民・市・市議会が共通の理解を持つことが大切であり、市民の誤解を招いているこ
とから反対する。

議
案
質
疑

本
会
議
最
終
日

安藤市長に対する辞職勧告決議

　下記の理由により、安藤市長に対し辞職を勧告する。
　以上、決議する。

記
　理由　
　弥富市議会は、平成30年12月定例会において安藤市長の所信表明の内容とも一致する、議案
第64号「第2次総合計画の基本構想について」を全会一致で可決した。
　しかしながら、平成31年３月定例会において安藤市長から提案された議案第１号平成31年度
弥富市一般会計予算は、この議決された総合計画から大きくかけ離れ、長年多くの労苦と費用を
使い築き上げていた大規模事業を計上しないものであり、その中でも特に、市民の生活支援に絶
対必要な扶助費を削るなど大幅で安易な予算削減をされるものであった。
　今定例会中において、本来のあるべき姿に大幅な訂正をするに至ったことは、新聞紙上で「前
代未聞」などと揶揄され、弥富市に大きな汚名を残すこととなった。
　この予算問題の審議において、安藤市長は、それぞれの立場からの意見を持つ市の幹部との情
報を共有すべき深い議論をすることを欠き、重要な予算案を決定していったことが、経緯として
明らかになっている。
　このような決定過程は、解決に導く方策の提案と行動が行われておらず、十分な職責を果たす
べきリーダーシップを発揮しているとは言えず、今後の改善策も不透明なままである。
　また、議案の訂正を議会に提出する前に、市民に向け、あたかも決まったことのように発信す
るなど議会を軽視した軽率な言動が目立っている。
　安藤市長のこのような独善的な市政運営、言動は、議会と市長という二元代表制の軽視に繋が
るものであって、議会制民主主義と健全な市政運営に禍根を残す重大な問題であり、市長の責任
は極めて大きい。弥富市議会としてはこれを看過することは到底できるものでない。
　よって、弥富市議会は、安藤市長がこのまま具体的な改善策を見出せなければ、今後、市政の
さまざまな課題を解決に導くことに大きな不信を覚えることから、その進退を問うものである。

　平成31年３月22日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県弥富市議会

反対
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委員会レポート
　
行
財
政
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
は
31
件
。

　
３
月
14
日
に
第
１
部
で
総
務

部
・
開
発
部
所
管
分
、
15
日
に

第
２
部
で
民
生
部
・
教
育
部
所

管
分
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
「
平
成
31
年
度
弥
富
市
一
般

会
計
予
算
」

　
　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
お
い

て
、
備
品
購
入
費
が
３
分
の
１

に
減
額
さ
れ
た
理
由
は
。

　
　
歳
出
の
大
幅
な
削
減
の
中

で
、
現
在
使
用
し
て
い
る
机
、

イ
ス
な
ど
の
再
利
用
を
考
え
た

が
、
新
規
購
入
を
す
る
予
算
に

訂
正
し
た
。

　
　
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

に
つ
い
て
、
前
年
度
１
千
万
円

の
予
算
額
が
、
今
年
度
３
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
が
目
標
が

少
な
い
の
で
は
。

　
ま
た
、
交
付
実
績
は
。

　
　
昨
年
度
実
績
に
よ
り
予
算

計
上
。
若
い
人
た
ち
に
弥
富
に

住
ん
で
も
ら
う
定
住
促
進
の
事

業
と
し
て
積
極
的
に
周
知
に
努

め
る
。

　
昨
年
度
補
助
金
交
付
は
８
件
、

補
助
額
は
１
９
２
万
円
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

事
業
に
つ
い
て
予
算
が
増
え
て

い
る
が
。

　
　
人
件
費
の
増
額
と
、
新
年

度
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
住
民
意
向
調
査
を
行
う

た
め
。

�
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
購
入

対
象
者
へ
の
周
知
は
。

　
　
国
、
県
、
市
に
お
い
て
制

度
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

対
象
者
に
は
個
別
広
報
す
る
。

　
　
Ｊ
Ｒ
・
名
鉄
弥
富
駅
橋
上

駅
舎
化
に
伴
う
自
由
通
路
関
係

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い

が
。

　
　
当
初
予
算
の
訂
正
に
よ
り

対
応
。
６
月
議
会
に
概
略
設
計

の
成
果
報
告
を
で
き
る
よ
う
進

め
た
い
。

◆
「
平
成
31
年
度
弥
富
市
一
般

会
計
予
算
」

　
　
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
の
詳
細

は
。

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
株
式
会
社
か
ん

ぽ
生
命
、
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連

盟
の
主
催
で
８
月
７
日
、
文
化

広
場
市
民
グ
ラ
ン
ド
に
て
開
催
。

　
　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
に

関
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
が
。

　
　
昨
年
６
月
議
会
で
「
制
度

の
導
入
を
検
討
す
る
」
と
答
弁

し
た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
、
実
施
を
見
送
っ
た
。

　
　
保
育
所
修
繕
費
の
減
額
理

由
は
。

　
　
危
険
が
伴
う
も
の
を
最
優

先
と
し
て
予
算
措
置
し
、
で
き

る
だ
け
見
送
れ
る
も
の
は
見
送

り
、
前
年
度
よ
り
５
５
２
万
円

を
減
額
と
し
た
。

　
し
か
し
、
老
朽
化
の
激
し
い

大
藤
保
育
所
の
修
繕
な
ど
の
予

算
を
増
額
訂
正
と
し
た
い
。

　
　
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
予

算
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
喫

茶
室
で
利
用
で
き
る
助
成
チ

ケ
ッ
ト
を
１
月
当
た
り
５
枚
か

ら
４
枚
に
変
更
。

　
　
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
支
援
事

業
の
予
算
が
減
額
さ
れ
て
い
る

が
。

　
　
ク
ラ
ブ
数
の
減
少
に
よ
る

も
の
。

　
　
包
括
支
援
事
業
委
託
料
が

拡
充
と
な
っ
て
い
る
が
。

　
　
海
南
病
院
へ
の
委
託
事
業

で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
発
足
時
と

比
べ
、
業
務
量
が
か
な
り
増
加

し
、
人
員
増
加
を
要
請
し
た
た

め
。

　
　「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を
ど

こ
で
開
設
す
る
か
。

　
　
①
輪
中
の
里
②
長
寿
の
里

③
お
ふ
く
ろ
の
家
の
３
カ
所
を

予
定
。

　
　
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童

学
用
品
費
等
補
助
金
の
減
額
理

由
は
。

　
　
財
政
安
定
化
の
た
め
減
額

計
上
し
た
が
、
訂
正
予
算
に
よ

り
前
年
度
同
額
と
し
た
い
。

　
　
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
の
計

画
は
。

　
　
新
年
度
は
十
四
山
西
部
小

学
校
の
外
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工

事
４
基
分
を
計
上
。

　
付
託
さ
れ
た
案
件
は
全
て
原

案
を
了
承
し
ま
し
た
。

問答問答

問答

問答問答

問答問答問答

問答問答問

答問答問答問答

第
1
部

第
2
部

第
３
部

討
論
・
採
決

行
財
政
委
員
会
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3月定例会　議案等の賛否状況一覧
会　　　　派　　　　名 公明党 日本

共産党 市政会 誠進会 無会派

議案番号 件　　　　　　　　　名
議
決
結
果

炭

ふ
く
代

堀
岡
敏
喜

三
宮
十
五
郎

那
須
英
二

三
浦
義
光

佐
藤
高
清

武
田
正
樹

平
野
広
行

早
川
公
二

鈴
木
み
ど
り

永
井
利
明

加
藤
克
之

大
原
　
功

高
橋
八
重
典

市長提出議案

諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第1号 平成31年度弥富市一般会計予算 可決 ○ - × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第2号 平成31年度弥富市土地取得特別会計予算 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第3号 平成31年度弥富市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ - × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第4号 平成31年度弥富市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ - × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第5号 平成31年度弥富市介護保険特別会計予算 可決 ○ - × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第6号
平成31年度弥富市農業集落排水事業特別会計予
算

可決 ○ - × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第7号 平成31年度弥富市公共下水道事業特別会計予算 可決 ○ - × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第8号
弥富市固定資産評価審査委員会条例の一部改正
について

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第9号
弥富市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の
一部改正について

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号
弥富市財産の交換、譲渡、無償貸付等に関する
条例の一部改正について

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号
愛知県市町村職員退職手当組合を組織する地方
公共団体の数の減少及び規約の変更について

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号
弥富市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正について

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号 弥富市文化広場条例の一部改正について 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号
弥富市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号 弥富市児童クラブ施設条例の一部改正について 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号
弥富市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部改
正について

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 弥富市遺児手当支給条例の一部改正について 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号
弥富市母子・父子家庭医療費支給条例の一部改
正について

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3月定例会　議案等の賛否状況一覧（つづき）
会　　　　派　　　　名 公明党 日本

共産党 市政会 誠進会 無会派

議案番号 件　　　　　　　　　名
議
決
結
果

炭

ふ
く
代

堀
岡
敏
喜

三
宮
十
五
郎

那
須
英
二

三
浦
義
光

佐
藤
高
清

武
田
正
樹

平
野
広
行

早
川
公
二

鈴
木
み
ど
り

永
井
利
明

加
藤
克
之

大
原
　
功

高
橋
八
重
典

市長提出議案

議案第19号
弥富市障害者の日常生活及び社会生活を総合的
に支援するための法律施行条例の一部改正につ
いて

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 弥富市手数料条例の一部改正について 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第21号

弥富市指定地域密着型サービス及び指定地域密
着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例の一部改正に
ついて

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号
弥富市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運
営に関する基準を定める条例の制定について

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 弥富市道路占用料条例の一部改正について 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 市道の廃止について 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号 市道の認定について 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 平成30年度弥富市一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号
平成30年度弥富市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号
平成30年度弥富市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号
平成30年度弥富市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第２号）

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号
平成30年度弥富市公共下水道事業特別会計補正
予算（第２号）

可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 平成30年度弥富市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案

発議第1号 弥富市議会基本条例の一部改正について 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第2号 安藤市長に対する辞職勧告決議について 可決 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛否状況　　○：賛成　×：反対　△：採決時退席　－：議長は採決に加わらない。
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一般質問 　各議員のページの顔写真横の
QRコードを読み取っていただくと、 
市議会映像配信ページをご覧い
ただけます。ぜひご覧ください。

市政を問う８議員が登壇
　一般質問は、議員が市政全般に関して、執行機関にその執行状況や将来の方針、
住民生活に密接に係わる事項などについて質問をすることをいいます。
　議会だよりでは、質問と答弁を要約しています。

一 般 質 問 事 項
議　員　名 件　　　　名 頁 議　員　名 件　　　　名 頁

永井利明
①市民プール廃止に至った経緯は
②本市での児童虐待に現状は

12 鈴木みどり
①子宝愛西線歩道設置の進捗は
②伊勢湾台風60年の取り組みは

16

三宮十五郎
①高すぎる国保税の引き下げを
②中学生の広島研修の役割は

13 那須英二
①活き活き参加できる敬老事業を
②定住促進、新規住宅への支援を

17

炭 ふく代
①不育症患者支援の推進を
②ピロリ菌検査で胃がん対策を

14 平野広行
①八穂クリーンセンターの今後は
②中期財政計画・財政見通しとは

18

大原　功
①農地転用違反の早期是正を！
②縮減予算の理由は

15 高橋八重典
①ニート中年化・8050問題
②高齢者に生きがい目標を

19

ズバリ聞きます！
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一般質問

永井 利明 議員
誠進会

市
民
プ
ー
ル
廃
止
に
至
っ
た
経
緯
は

問

開
設
40
年
、
老
朽
化
が
著
し
い

答

　
　
市
民
プ
ー
ル
廃
止
に
至
る

ま
で
の
経
緯
は
。

　
　 
教
育
部
長 

　
開
設
か
ら

40
年
。
老
朽
化
の
修
繕
に
多
額

の
費
用
が
か
か
る
た
め
。

　
　
利
用
者
数
の
経
年
推
移
は
。

　
　
過
去
、
年
間
延
べ
１
万
１�

千
人
以
上
。
近
年
は
２
千
人
ほ

ど
。

　
　
年
間
維
持
費
の
費
用
対
効

果
は
。

　
　
利
用
者
１
人
当
た
り
約

３
千
円
。

　
　
近
隣
市
町
村
も
廃
止
の
方

向
か
。

　
　
本
市
よ
り
早
く
休
止
、
廃

止
し
て
い
る
。

　
　
中
学
校
体
育
授
業
で
の
使

用
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
１
、２
年
生
で
16
時
間
、

３
年
生
は
選
択
。

　
　
水
泳
協
会
主
催
の
活
動
の

場
は
。

　
　
活
動
内
容
の
変

更
を
検
討
。

　
　
今
後
解
体
す
る

予
定
は
。

　
　
２
０
２
０
年
以

降
を
考
え
て
い
る
。

　
　
市
長
総
括
を
。

　
　 

市
長 

　
市
民

の
意
向
を
確
認
し
、

位
置
づ
け
を
検
討
す

る
。

　
　
本
市
の
児
童
虐
待
件
数
は
。

　
　 

児
童
課
長 

　
29
年
度
34

件
、
継
続
件
数
71
件
。

　
　
新
規
に
把
握
さ
れ
た
虐
待

は
主
に
ど
こ
か
ら
の
通
報
か
。

　
　
市
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
県

は
警
察
が
多
い
。

　
　
市
役
所
に
専
門
的
立
場
の

職
員
は
い
る
か
。

　
　
嘱
託
職
員
の
家
庭
相
談
員

２
名
で
対
応
。

　
　
実
際
の
通
報
が
あ
っ
た
場

合
、
市
職
員
の
動
き
は
。

　
　
家
庭
訪
問
な
ど
現
状
調
査
、

確
認
で
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

通
報
。

　
　
市
職
員
に
立
ち
入
り
調
査

権
は
あ
る
か
。
ま
た
、
外
国
人

家
庭
の
場
合
は
ど
う
か
。

　
　
児
童
課
に
権
限
は
な
い
。

外
国
人
は
言
葉
が
通
じ
ず
、
対

応
は
課
題
。

　
　
保
育
所
、
小
中
学
校
で
虐

待
の
申
し
送
り
は
あ
る
か
。

　
　 

学
校
教
育
課
長
・
児
童
課
長�

　
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
実
務
者
会
議
で
情
報
交
換
。

　
　
昨
年
１
年
間
で
市
か
ら
児

童
相
談
所
へ
と
い
う
件
数
は
。

　
　 

児
童
課
長 

　
擁
護
相
談

45
件
、
児
童
相
談
31
件
。

　
　
市
長
総
括
を
。

　
　 

市
長 

　
地
域
全
体
で
子

ど
も
達
を
見
守
る
姿
勢
が
大
切
。

問答問答問

答問答問答問

答問答問答

問答問答問答問

答問答問

答問答問答

問 本市での児童
虐待の現状は

答 継続件数71件
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　　（津島市内、県海部総合庁舎３階）

▲廃止が決まった市民プール



一般質問

三宮 十五郎 議員
日本共産党弥富市議団

高すぎる国保税の引き下げを問
補助継続を要望していく答

　
　
全
国
知
事
会
の
「
１
兆
円

の
公
費
を
投
入
し
、
協
会
け
ん

ぽ
並
み
の
保
険
料
に
」
の
立
場

に
賛
同
し
、
市
長
会
と
し
て
も

積
極
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
に
尽
力
を
。

　
　 

民
生
部
長 

　
機
会
を
捉

え
、
公
費
の
増
額
を
要
望
し
て

い
く
。

　
　
県
に
独
自
の
補
助
金
の
復

活
を
求
め
る
。

　��

国
や
県
か
ら
の
補
助
の
継

続
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　
市
と
し
て
必
要
な
支
援
を

求
め
以
下
を
問
う
。

　
30
年
度
分
の
納
付
金
と
国
保

税
な
ど
の
１
人
当
た
り
の
財
源

内
訳
は
。

　��
保
険
基
盤
安
定
な
ど
の
繰

入
金
相
当
額
と
国
保
税
を
差
し

引
い
た
差
額
、
被
保
険
者
1
人

当
た
り
の
一
般
分
の
法
定
外
繰

入
金
相
当
額
は
１
９
２
１
円
。

　
　
31
年
度
分
の
値
上
げ
を
抑

え
る
市
独
自
の
取
り
組
み
は
。

　��

後
発
医
薬
品
の
勧
奨
や
、

健
康
推
進
事
業
を
行
い
医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
げ
る
。

　
ま
た
、
早
い
段
階
で
電
話
や

訪
問
に
よ
る
納
付
相
談
を
行
い

収
納
率
向
上
に
努
め
る
。

　
　
減
免
基
準
を
分
か
り
や
す

く
合
理
的
な
も
の
に
。

　��

現
行
制
度
を
維
持
す
る
。

　
　
滞
納
処
分
の
停
止
を
適
切

に
行
う
べ
き
で
は
。

　
　 

収
納
課
長 

　
租
税
負
担

の
公
平
性
を
鑑
み
、
慎
重
に
対

応
す
る
。

　
　
人
と
し
て
の
成
長
と
学
校

教
育
の
中
で
広
島
研
修
が
ど
う

い
う
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
。

　
　 

教
育
長 

　
命
の
尊
さ
、

人
権
尊
重
の
精
神
を
生
か
し
、

自
他
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
。

　
　
８
年
間
の
関
係
者
の
努
力
、

広
島
の
人
達
と
の
交
流
は
、
戦

争
と
被
爆
体
験
を
今
日
の
若
い

世
代
に
引
き
継
ぐ
「
弥
富
モ
デ

ル
」
と
し
て
さ
ら
に
大
切
に
す

べ
き
で
は
。

　
　
体
験
し
た
生
徒
に
は
平
和

に
対
す
る
思
い
が
根
付
い
て
い

る
。
今
後
も
継
続
し
て
行
い
た

い
。

　
　
学
校
教
育
や
市
民
の
暮
ら

し
に
大
き
な
変
化
を
伴
う
制
度

の
改
変
に
つ
い
て
は
、
当
事
者

と
の
事
前
協
議
や
合
意
で
市
民

に
開
か
れ
、
市
民
と
と
も
に
歩

む
と
い
う
立
場
を
求
め
る
が
。

　
　 

市
長�

　
財
政
の
安
定
化

を
図
る
上
で
、
事
業
の
継
続
を

た
め
ら
っ
て
い
た
。
今
後
は
計

画
的
か
つ
慎
重
に
判
断
し
て
い

く
。

問答問答問答問答

問答問答問答問答

問答

問 中学生の広島
研修の役割は

答 人としての成長に
大きく寄与
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一般質問

炭  ふく代 議員
公明党

問
答

　
　
妊
娠
し
て
も
流
産
な
ど
を

繰
り
返
す
不
育
症
へ
の
認
識
は
。

　
　 
健
康
推
進
課
長 

　
国
は

も
と
よ
り
地
方
自
治
体
と
し
て

も
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
。

　
　
不
育
症
と
診
断
さ
れ
た
方

の
人
数
把
握
は
。

　
　
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
相
談
窓
口
と
周
知
啓
発
の

現
状
は
。

　
　
愛
知
県
不
妊
・
不
育
専
門

相
談
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
て
い

る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
連

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
、
周
知
し

て
い
く
。

　
　
不
育
症
患
者
に
対
す
る
治

療
費
助
成
制
度
の
導
入
へ
の
考

え
は
。

　
　
将
来
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
業
と
し
て
調
査
研
究
し
て
い

く
。

　
　
昨
年
実
施
の
集
団
検
診
に

お
け
る「
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
」

の
受
診
者
数
は
。

　
　 

健
康
推
進
課
長 

　
保
健

セ
ン
タ
ー
と
十
四
山
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
受
診
者
は
、

男
性
54
人
、
女
性
１
０
５
人
、

合
計
１
５
９
人
。

　
　
中
学
生
へ
の
ピ
ロ
リ
菌
検

査
導
入
へ
の
考
え
は
。

　
　
現
時
点
で
は
、
中
学
生
へ

の
検
査
導
入
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
は
、
先
進
地
の
状
況

を
研
究
し
つ
つ
方
向
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
。

　
一
方
で
20
歳
か
ら
の
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
診
を
推
進
す
る
。

　
　
学
校
に
お
け
る
「
が
ん
教

育
」
の
現
状
は
。

　
　 

学
校
教
育
課
長 

　
市
内

小
中
学
校
で
保
健
学
習
や
学
級

活
動
、
道
徳
を
中
心
に
指
導
を

進
め
て
い
る
。

問答問答問答

問答

問答問答

問

答

問 ピロリ菌検査で
胃がん対策を

答 来年度は個別通知
で受診者増加

不
育
症
患
者
支
援
の
推
進
を

市
と
し
て
認
識
と
調
査
研
究
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胃がんリスク検診
※ 集 団 検 診 の み
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一般質問

大原 功 議員
無会派

農地転用違反の早期是正を！問
県との連携強化で対応答

　
　
市
内
27
件
の
転
用
違
反
が

あ
る
が
市
の
認
識
は
。

　�� 

市
長 

　
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
で
報
告
さ
れ
た
も
の
は
、
26

件
で
あ
り
、
既
に
是
正
通
知
を

発
し
て
い
る
。

　
　
26
件
に
含
ま
れ
て
い
な
い

１
件
を
告
発
で
き
な
い
の
か
。

　��

県
と
連
携
し
制
度
に
沿
っ

て
対
応
し
て
い
く
。

　
　
こ
の
１
件
が
操
業
し
て
い

る
中
で
、
近
隣
に
健
康
被
害
が

考
え
ら
れ
る
が
。

　��

調
査
し
て
対
応
す
る
。

　
　
な
ぜ
転
用
違
反
を
放
置
す

る
の
か
。
市
民
の
安
心
安
全
の

た
め
に
も
早
期
対
策
を
。

　��

引
き
続
き
県
と
連
携
し
対

応
し
て
い
く
。

　
　
転
用
違
反
者
の
納
税
放
置

に
対
し
、
貧
困
で
国
保
税
を
払

え
な
い
市
民
へ
の
収
納
対
応
が

厳
し
い
の
で
は
。

　��

税
の
公
平
性
か
ら
、
県
の

機
構
と
も
連
携
し
、
適
切
な
収

納
に
努
め
る
。

　
　
中
学
２
年
生
、
広
島
研
修

費
１
６
０
０
万
円
減
額
に
よ
り

中
止
さ
れ
、
そ
の
後
復
活
し
た

経
緯
は
。

　
　 

市
長 

　
平
和
教
育
は
、

大
切
な
教
育
で
あ
り
、
ま
た
多

感
な
中
学
２
年
生
に
と
っ
て
大

切
な
教
育
で
あ
る
と
再
認
識
し

た
た
め
。

　��

長
島
温
泉
で
実
施
さ
れ
る

敬
老
会
と
５
月
に
実
施
さ
れ
る

ご
み
ゼ
ロ
運
動
を
無
く
し
た
理

由
は
。

　
　
財
政
調
整
基
金
を
減
ら
さ

な
い
よ
う
新
年
度
予
算
を
編
成

し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
敬
老
会
事
業
は
、
市
民
や
議

員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
方
向

性
を
決
め
て
い
く
。

　
ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
地
域
環

境
美
化
活
動
の
一
環
で
今
後
も

継
続
し
た
い
。

　
第
２
次
弥
富
市
基
本
構
想
の

前
期
基
本
計
画
は
尊
重
す
べ
き

と
考
え
直
し
た
。

問答問答問

答問答問答

問答

問答

問 縮減予算の
理由は

答 財政に対する
認識不足
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一般質問

鈴木 みどり 議員
誠進会

問
答

　
　
地
縁
団
体
設
置
後
、
３
年

ほ
ど
た
つ
が
、
何
ら
変
化
が
見

ら
れ
な
い
。
現
在
の
進
捗
状
況

と
、
今
後
の
対
応
は
。

　
　 

土
木
課
長 
　
昨
年
２
月

に
県
主
催
で
、
用
地
測
量
の
説

明
会
を
行
っ
た
。

　
今
月
よ
り
順
次
現
地
の
測
量

に
着
手
予
定
。
市
と
し
て
は
法

務
局
な
ど
と
調
整
し
、
県
に
対

し
て
早
期
の
歩
道
整
備
を
要
望

し
て
い
く
。

　
　
10
年
前
は
何
を
し
た
か
。

　
　 

総
務
部
長 

　
伊
勢
湾
台

風
50
年
総
合
防
災
訓
練
、
市
防

災
訓
練
を
行
っ
た
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
２

回
の
企
画
展
を
開
催
し
た
。

　
　
伊
勢
湾
台
風
60
年
の
企
画

の
詳
細
は
。

　
　
９
月
22
日
に
伊
勢
湾
台
風

を
題
材
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
行
う
予
定
。

　
ま
た
市
の
バ
ス
で
伊
勢
湾
台

風
関
連
施
設
を
め
ぐ
り
、
被
災

者
の
体
験
談
を
聞
く
講
演
会
を

８
月
に
開
催
予
定
。

　
　
写
真
パ
ネ
ル
展
は
、
人
の

出
入
り
の
多
い
総
合
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
で
は
で
き
な
い
か
。

　
　 

歴
史
民
俗
資
料
館
長 

　�

総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ

ー
で
も
展
示
し
て
い
く
。

　
　
節
目
を
き
っ
か
け
に
、
防

災
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
を
企
画
し
て

は
。

　
　 

総
務
部
長 

　
現
在
は
考

え
て
い
な
い
。

問答

問答問答

問答

問答

問 伊勢湾台風60年の取
り組みは

答 ９月にミュージカルを
公演予定

子
宝
愛
西
線
歩
道
設
置
の
進
捗
は

こ
の
３
月
に
現
地
の
測
量
を
開
始
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一般質問

那須 英二 議員
日本共産党弥富市議団

活き活き参加できる敬老事業を問
市民の意見を聞き進める答

　
　
長
島
温
泉
招
待
の
対
象
人

数
と
参
加
人
数
は
。

　
　 

民
生
部
長 

　
28
年
度
は

対
象
人
数
３
４
１
８
人
、
参
加

人
数
７
１
１
人
。

　
　
７
０
０
人
を
超
え
る
参
加

が
あ
る
事
業
を
な
ぜ
廃
止
す
る

の
か
。

　��

近
隣
市
町
村
で
は
80
歳
以

上
全
て
対
象
に
し
て
い
る
の
は

ま
れ
な
た
め
。

　
　
こ
の
事
業
は
単
な
る
娯
楽

事
業
で
は
な
く
、
励
み
と
な
る

健
康
推
進
事
業
だ
と
思
う
が
、

代
わ
り
に
考
え
て
い
る
事
業
は

あ
る
か
。

　��

映
画
祭
な
ど
他
の
事
業
と

合
同
す
る
案
や
、
対
象
者
を
80

歳
限
定
で
長
島
温
泉
へ
招
待
。

新
年
度
は
現
行
ど
お
り
実
施
。

　
　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
高

齢
者
が
活
き
活
き
と
外
出
す
る

機
会
を
増
や
す
事
業
は
考
え
て

い
る
か
。

　��

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健

康
寿
命
を
延
ば
す
出
前
講
座
や

健
康
教
室
事
業
。

　
　
代
案
の
な
い
状
態
で
参
加

者
の
声
も
聞
か
ず
廃
止
す
る
の

で
は
な
く
、
参
加
者
や
対
象
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
行
い
改
良

・
検
討
し
て
は
。

　
　 

市
長 

　
対
象
者
の
５
分

の
１
が
参
加
、
残
り
の
人
達
は

不
参
加
。
そ
う
い
っ
た
人
達
の

意
見
も
貴
重
。
市
民
、
議
員
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
今
後
の
流
域
下
水
道
の
計

画
区
域
外
を
ど
の
よ
う
な
方
針

で
考
え
て
い
る
か
。

　
　 

下
水
道
課
長 

　
合
併
処

理
浄
化
槽
は
汚
水
を
処
理
す
る

有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
る
。

今
後
の
汚
水
適
正
処
理
構
想
を

見
直
す
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
一
基
当
た
り
の
合
併
処
理

浄
化
槽
の
補
助
金
の
昨
年
の
実

績
数
は
。

　
　 

環
境
課
長 

　
合
計
37
基
。

　
　
な
ぜ
新
規
の
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
の
補
助
を
廃
止
す
る
の

か
。

　
　
県
に
倣
い
公
衆
衛
生
向
上

の
た
め
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

の
み
に
補
助
す
る
た
め
。

　
　
こ
の
補
助
は
弥
富
へ
定
住

し
て
も
ら
え
る
人
へ
の
投
資
と

考
え
ら
れ
る
が
市
長
の
考
え
は
。

　
　 

市
長 

　
持
続
的
発
展
に

向
け
た
政
策
目
標
の
実
現
の
た

め
の
改
革
。

　
　
こ
の
補
助
を
打
ち
切
る
代

わ
り
に
考
え
て
い
る
定
住
促
進

へ
の
策
は
。

　
　 

秘
書
企
画
課
長 

　
結
婚

新
生
活
支
援
補
助
金
制
度
の
周

知
に
努
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
周

知
、
分
か
り
や
す
い
説
明
を

問答問答問答問答問

答問答

問答問答

問答問答

問 定住促進、新規
住宅への支援を

答 安心で安全な
まちづくりの推進
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▲愛知県環境部ホームページより



一般質問

平野 広行 議員
市政会

問
答

　
　
旧
津
島
市
ほ
か
11
町
村
衛

生
組
合
が
新
焼
却
場
の
建
設
を

弥
富
町
に
求
め
た
経
緯
は
。

　
　 
環
境
課
長 

　
旧
佐
織
町

の
清
掃
工
場
で
操
業
期
限
が
迫

り
、
海
部
地
区
環
境
事
務
組
合

管
理
者
お
よ
び
構
成
市
町
村
か

ら
弥
富
地
内
で
の
土
地
確
保
に

陳
情
書
が
出
さ
れ
た
。

　
　
建
設
に
あ
た
り
弥
富
町
の

対
応
は
。

　
　
14
回
に
わ
た
り
協
議
が
あ

り
、
平
成
９
年
に
協
定
調
印
。

　
　
現
在
に
お
け
る
弥
富
市
へ

の
周
辺
対
策
費
は
。

　
　
約
６
０
５
万
円
。

　
　
市
長
は
操
業
協
定
に
対
し

て
の
説
明
は
受
け
た
か
。

　
　 

市
長 

　
聞
い
て
い
る
。

　
　
操
業
協
定
の
中
に
２
０
２

２
年
ま
で
に
次
期
焼
却
場
の
建

設
地
の
決
定
と
あ
る
が
、
こ
の

問
題
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組

み
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　
操
業
延
長
に
向
け
、
組
合

で
検
討
す
る
。

　
　
焼
却
施
設
受
け
入
れ
に
あ

た
り
要
望
事
項
と
し
て
周
辺
農

地
の
白
地
！
化
が
あ
る
が
そ
の

取
り
組
み
は
。

！
農
業
振
興
地
域
内
で
農
用

地
区
域
で
な
い
地
域
。

　
　 

都
市
計
画
課
長 

　
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
工
業

系
の
土
地
利
用
を
位
置
づ
け
て

い
る
が
、
埋
設
物
な
ど
の
課
題

が
あ
り
断
念
。
県
と
相
談
し
な

が
ら
都
市
的
土
地
利
用
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
中
期
財
政
見
通
し
を
示
す

必
要
性
と
真
意
は
。

　
　 

財
政
課
長 

　
中
長
期
的

な
視
点
に
立
ち
、
今
後
の
財
政

運
営
を
考
え
、
事
前
に
対
策
を

講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
２
０
１
９
年
度
か
ら
の
市

税
減
少
の
考
え
は
。

　
　 

税
務
課
長 

　
今
後
も
増

収
は
期
待
で
き
な
い
。

　
　
固
定
資
産
税
の
見
通
し
は
。

　
　
評
価
額
の
増
減
と
通
常
減

価
に
よ
る
減
収
を
見
込
ん
だ
。

　
　
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
財

政
調
整
基
金
、
繰
り
入
れ
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
　 

財
政
課
長 

　
２
０
２
４

年
度
か
ら
は
繰
り
入
れ
が
で
き

な
い
見
通
し
。

　
　
今
後
の
公
債
費
の
ピ
ー
ク
は
。

　
　
２
０
２
３
年
度
か
ら
２
０

２
６
年
度
。

　
　
今
後
予
想
さ
れ
る
公
債
費

負
担
比
率
の
最
大
値
は
、
ま
た

財
政
運
営
上
警
戒
ラ
イ
ン
は
。

　
　
最
大
値
は
13
・
７
％
。
警

戒
ラ
イ
ン
は
15
％
。

　
　
近
隣
市
と
比
べ
本
市
の
公

債
費
負
担
比
率
は
。

　
　
平
均
は
11
・
２
％
で
、
本

市
は
10
・
４
％
。

　
　
31
年
度
予
算
に
お
け
る
財
政

黒
字
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

　
　
財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入

れ
を
少
な
く
す
る
予
算
編
成
。

　
　
市
長
総
括
を
。

　
　 

市
長 

　
事
務
事
業
を
徹

底
的
に
見
直
し
、
よ
り
い
っ
そ

う
行
政
改
革
を
推
進
。

問答問答問答問答問

答問

答

問答問答問答問

答問答問答問答問答問答

問 中期財政計画・
財政見通しとは

答 黒字化に向け
事前に対策を

八
穂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

操
業
延
長
に
向
け
組
合
で
検
討
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一般質問

高橋 八重典 議員
無会派

ニート中年化・8050問題問
地域と協力し包括的支援答

　
　
80
代
の
親
が
50
代
の
子
ど

も
を
支
え
る
８
０
５
０
問
題
に

つ
い
て
以
下
問
う
。

　
本
市
の
ニ
ー
ト
人
口
の
把
握

は
。

　
　 

福
祉
課
長 

　
把
握
し
て

い
な
い
。

　
　
全
国
統
計
の
中
で
35
歳
以

上
の
ニ
ー
ト
人
口
は
。

　��

27
年
は
19
万
人
、
28
年
は

20
万
人
、
29
年
は
18
万
人
。

　
　
市
で
の
支
援
事
業
は
。

　��

自
立
支
援
相
談
や
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
国
・
県
で
の
支
援
事
業
は
。

　��

「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
な
ど

で
支
援
。

　
　
医
療
機
関
と
連
携
し
た
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

の
設
置
は
。

　��

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
も
含
め
各
分
野
の
協
力
に

よ
る
包
括
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
問
題
を
市
と
し
て
ど

う
受
け
止
め
、
対
策
す
る
の
か
。

　��

相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
。

　
　
生
活
保
護
事
業
の
実
績
は
。

　��

28
年
度
約
４
億
４
８
０
０

万
円
、
29
年
度
約
４
億
１
千
万

円
。

　
　
こ
の
ま
ま
で
は
、
生
活
保

護
事
業
費
が
膨
ら
む
が
市
長
の

考
え
は
。

　
　 

市
長 

　
関
係
各
所
と
連

携
を
深
め
る
と
共
に
地
域
の
方

と
協
力
し
、
地
域
全
体
で
包
括

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
敬
老
事
業
見
直
し
に
つ
い

て
以
下
問
う
。

　
米
寿
お
祝
い
の
品
贈
呈
の
対

象
人
数
と
経
費
は
。

　
　 

介
護
高
齢
課
長 

　
30
年

度
は
１
７
１
人
で
約
１
０
３
万

円
。

　
　
来
年
度
の
予
定
は
。

　
　
贈
呈
品
の
単
価
を
６
千
円

か
ら
５
千
円
に
減
額
す
る
。

　
　
金
婚
式
参
加
者
数
と
経
費

は
。

　
　
29
年
度
は
84
組
で
２
２
８

万
３
千
円
。

　
　
来
年
度
の
予
定
は
。

　
　
式
典
と
記
念
写
真
は
予
定

通
り
行
う
が
、
記
念
品
の
置
時

計
の
贈
呈
は
無
く
す
。

　
　
敬
老
会
対
象
人
数
と
参
加

者
と
経
費
は
。

　
　
29
年
度
は
対
象
者
３
５
５

２
人
、
参
加
者
６
９
９
人
、
経

費
約
４
８
３
万
円
。

　
　
見
直
し
や
検
討
の
考
え
は
。

　
　 

市
長 

　
対
象
者
を
80
歳
、

88
歳
な
ど
に
限
定
し
事
業
を
実

施
、
あ
る
い
は
他
の
行
事
と
合

同
開
催
す
る
案
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
市
長
総
括
を
。

　
　
議
員
や
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
新
年
度
中
に
そ
の
方

向
性
を
定
め
て
い
く
。

問答問答問答問答問答問答問答

問答

問答問答問答問答

問答問答問答

問 高齢者に
生きがい目標を

答 敬老事業の
縮減を見直す
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議員の寄附行為の禁止について
　議員は、選挙区内の人にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されています。
　地域の行事などで議員に対し会費が伴う行事などの案内をされる場合は、案内文に
会費（他の参加者と同額の会費に限ります）を明記してご通知ください。
　また、選挙区内の人に年賀状や暑中見舞状などの時候のあいさつ（電報も含む）を
出すのは、「答礼のための自筆によるもの」以外は禁止されています。
　さらに、有権者が寄附を求めることも禁止されています。
　市民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

町内会の集会や旅行などの
催物への寸志や飲食物の

差し入れ 病気見舞い 入学祝、卒業祝

秘書等が代理で出席する
場合の葬式の香典

（自ら出席する場合は除く） 落成式、開店祝の花輪

お祭りへの寄附や差し入れ お中元、お歳暮

秘書等が代理で
出席する場合の結婚祝

（自ら出席する場合は除く） 葬式の花輪、供花

地域の運動会や
スポーツ大会への
飲食物の差し入れ

表紙の説明6月定例会の開催日程（予定）
期日 日程

ケーブル
テレビ中継
放送予定

インター
ネット
配信予定

5月24日（金）本会議（議案説明など） ― ○

6月3日（月）本会議（一般質問） ○ ○

4日（火）本会議（一般質問） ○ ○

5日（水）本会議（議案質疑） ― ○

13日（木）行財政委員会 ― ○

14日（金）行財政委員会 ― ○

19日（水）本会議（委員長報告・討論・採決） ― ○

◆ケーブルテレビ中継
午前10時～会議終了まで
（録画放映は当日午後７時～放映予定）
◆インターネット配信～
開催後、おおよそ３日後より配信予定
※日程は、変更になる場合もありますのでご了承ください。

　市消防団観閲式が３月3日、市文化広場市民グラン
ドで行われ、部隊訓練、実践訓練、分列行進などが
実施されました。
　鈴木団長の指揮の下、日頃の訓練の成果が観閲者
の方々に披露されました。
　弥富市の安心安全を守る消防・防災の要として、
ますますの活躍が期待される素晴らしい観閲式でし
た。

この議会だよりは再生紙を使用しています。
大豆油を含む植物油を使用した
インキで印刷されています。

この印刷物は地球に優しい植物油を
使用したインキで印刷されています。

古紙配合率100％の再生紙を使用しています


